
 

 

                           

 

             学学学学    長長長長    定定定定    例例例例    記記記記    者者者者    会会会会    見見見見        要要要要    項項項項   

 

日  時： 平成２４年４月３日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１．山形大学重粒子線がん治療施設設置準備室の発足について 

２．小和田 恆氏 来学 特別講演と県民の集い 

３．山形大学入学式を挙行します。 

４．シンポジウム「井上ひさしの宇宙」 

５．山形大学発ベンチャー 設立  

有機ＥＬ植物工場、常温乾燥機の研究開発、製造販売会社 

  

 

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２４年４月１７日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 
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平成２４年４月３日                 

山 形 大 学 

 

 

新しい監事が就任 

 

 

○ 高橋

たかはし

  博

ひろし

（前任） 

 任期満了のため退任 

 

↓ 

 

             ○ 斎藤

さいとう

 亮 一

りょういち

（新任） 

 

経 歴 

 平成１１年 ４月 健康福祉部公立置賜総合病院等整備推進課長 

 平成１２年１１月 健康福祉部部付主幹（置賜広域病院組合派遣） 

 平成１３年 ４月 健康福祉部病院局県立病院経営課長 

 平成１４年 ４月 総務部人事課長 

 平成１６年 ４月 農林水産部次長 

 平成１７年 ４月 土木部次長 

 平成１８年 ４月 人事委員会事務局長 

 平成２０年 ７月 庄内総合支庁長 

 平成２２年 ４月 農林水産部長 

 平成２３年 ３月 山形県職員退職 

 

 平成２３年 ４月 財団法人山形県建設技術センター副理事長 

          （現職） 

 

※ 任 期：平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日  

 

 

 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学総務部総務課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００６  
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                                   平 成 ２ ４ 年 ４ 月 ３ 日                 

山 形 大 学 

      

『山形大学重粒子線がん治療施設設置準備室』発足！ 

 重粒子線による最先端がん治療施設の附属病院への設置を 

目指します。 

    

◇ 山形大学は、平成２４年４月１日『山形大学重粒子線がん治療施設設置準備室』

を設立しました。 

    

○室長 

・嘉山 孝正 学長特別補佐 

大学院医学系研究科 生命環境医科学専攻 臨床的機能再生部

門脳神経外科学講座 教授 

 

○兼任教員 

 ・根本 建二 附属病院 がん臨床センター長 教授 

  ・小嶋 典夫 東北創生研究所 教授  

 

○その他の職員 

 ・河野 和利 企画部課長 

・金生 周篤 渉外部副課長 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学重粒子線がん治療施設設置準備室 河野

（ＴＥＬ）０２３－６２８－５４０４ 

 



○山形大学重粒子線がん治療施設設置準備室要項 

(設置) 

第1条 山形大学に，重粒子線による最先端がん治療施設の設置準備を行うため，

山形大学重粒子線がん治療施設設置準備室(以下「設置準備室」という。)を置

く。  

(業務) 

第2条 設置準備室は，次に掲げる業務を行う。  

(1) 重粒子線がん治療施設の設置に係る企画・立案に関すること。  

(2) その他重粒子線がん治療施設を設置するために必要な業務に関すること。  

(職員) 

第3条 設置準備室に，次の職員を置く。  

(1) 室長  

(2) 兼任教員  

(3) その他の職員  

(室長) 

第4条 室長は，本学の専任の教授の中から，学長が任命する。  

2 室長は，設置準備室の業務を総括する。  

3 室長の任期は2年とし，再任を妨げない。  

(兼任教員) 

第5条 兼任教員は，設置準備室の専門的な業務を処理する。  

2 兼任教員は，本学の教員の中から，当該教員が所属する部局の長の了解を得た

上で，学長が任命する。  

3 兼任教員の任期は2年とし，再任を妨げない。  

(その他) 

第6条 この要項は，平成26年3月31日まで効力を有し，時限到来時において設置準

備室の設置意義等について見直すものとする。  

附 則  

この要項は，平成24年4月1日から施行する。  

(平成24年4月1日)
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                                   平成２４年４月３日                 

山 形 大 学 

      

小和田 恆氏 来学 特別講演と県民の集い 

小和田 恆氏を招き、新入生に向けた特別講演と「山形大学 安達 

峰一郎研究プロジェクト」の成功を目指す県民の集いを開催します。 

    

☆特別講演 

日 時：平成２４年４月５日（木） １１：１５～１１：４５ 

会 場：山形県体育館（山形市霞城町1-2） 

テーマ：「これからの世界を担う若い人たちへ」 

       国際司法裁判所判事（前所長） 小和田 恆 氏 

        

☆「山形大学 安達峰一郎研究プロジェクト」の成功を目指す県民の集い 

日 時：平成２４年４月５日（木） １２：３０～１４：００ 

会 場：山形グランドホテル ２階「サンリヴァ」（山形市本町1-7-42） 

 

◇山形大学では、昭和初期にオランダのハーグにある常設国際司法裁判所の所長を務め、

世界平和への献身的な働きから「世界の良心」と言われた山形県出身の世界的な偉人 

安達峰一郎博士について、調査研究を行っています。 

 

◇この度、国際司法裁判所判事（前所長）である小和田 恆氏から、「山形大学安達峰一

郎研究プロジェクト」に対し、総括的立場からご指導をいただくことになりました。 

 

◇来たる４月５日（木）に挙行する、平成２４年度山形大学入学式においては、新入生に向

けて「これからの世界を担う若い人たちへ」をテーマに特別講演を賜ります。 

 

◇安達峰一郎博士は山形県のみならず、日本が誇るべき、まさに「世界的偉人」です。そ

の偉人の足跡を山形県の皆様に広く紹介するために、「山形大学 安達峰一郎研究プ

ロジェクト」の成功を目指す県民の集いを開催いたします。 

 

◇当日は、山形県知事、山辺町町長（安達峰一郎顕彰会会長）、山形県商工会議所連

合会会長をはじめ、県議会議員、首長、経済界等から約110名の方々の出席を予

定しています。 

 



 

 

◇また、東京の安達峰一郎記念財団からは、大変貴重な安達峰一郎博士が常設国

際司法裁判所の法廷で着用したガウン及び勲章を東京から持参していただき、

展示する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学総務部総務課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００４ 
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平成２４年４月３日                  

山 形 大 学 

 

山形大学入学式を挙行します。 
 

☆平成２４年度山形大学入学式 

日 時：平成２４年４月５日（木）１０：３０開式 

会 場：山形県体育館（山形市霞城町1-2） 

式次第： 

○平成２２年３月に創立６０周年を記念して制定した「山形大学大学歌」 斉唱 

○学長告辞、新入学生宣誓 

   ○ＹＵ Ｄｏ Ｂｅｓｔ奨学生証書授与、奨学生代表挨拶 

○特別講演「これからの世界を担う若い人たちへ」 〔詳しくは、別紙をご覧下さい。〕 

       国際司法裁判所判事（前所長） 小和田 恆 氏 

 

※ 式終了後、全入学生を対象とした、小山理事・副学長、冨樫保健管理センター

所長、先輩学生などによるオリエンテーションと学生サークルによる花笠踊りなどを

披露します。 

 

式当日の取材に際しては、壇上での撮影は差し支えありませんが、式進行の

妨げとなるような行為は慎んでいただき、円滑な進行にご協力をお願いいたし

ます。 

また、学長告辞については、当日に配布いたしますが、式終了後に公表願い

ます。 

 

なお、各附属学校（幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校）の入学（園）式に

つきましても、併せてお知らせいたします。 

 

附属学校 日    時  開式時刻 会     場  問い合わせ先 

附属幼稚園 平成24年4月11日(水) 午前10時00分～ 附属幼稚園遊戯室 023-641-4446 

附属小学校 平成24年4月 9日(月) 午前 9時30分～ 附属小学校体育館 023-641-4443 

附属中学校 平成24年4月 9日(月) 午後 1時30分～ 附属中学校体育館 023-641-4440 

附属特別支援学校 平成24年4月12日(木) 午前10時30分～ 附属特別支援学校体育館 023-631-0918 

 

 

 （お問い合わせ） 

山形大学総務部総務課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００６  
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                                   平成２４年４月３日                  

山 形 大 学 

      

シンポジウム「井上ひさしの宇宙」 

特別プロジェクト「井上ひさしの東北」では、さまざまな角度 

から井上ひさしさんの「宇宙」に皆様をご案内します。 

 

日 時：平成２４年４月７日（土）１３：３０～１５：４５ 

会 場：シベールアリーナ（山形市蔵王松ケ丘2-1-3） 

聴講料：無料 

パネリスト： 熊谷眞一（くまがい しんいち） 弦 地域文化支援財団 代表理事 

阿部宏慈（あべ こうじ）     山形大学人文学部 教授 

森岡卓司（もりおか たかし）  山形大学人文学部 准教授 

山本陽史（やまもと はるふみ） 山形大学基盤教育院 教授 

        

◇平成２２年４月、山形県川西町出身の作家・劇作家井上ひさしさんが惜しまれつつ

世を去りました。井上ひさしさんの残した精神的遺産は宇宙的広がりをもって、いま

東北の地を静かに深く包み込んでいます。 

 

◇井上ひさしさんは東北を主題にした作品を数多く執筆し、川西町や仙台市などを拠

点に東北の地で多彩な活動を行い、山形そして東北をこよなく愛し、日本の、世界

の中の東北のあり方を世に問い続けました。 

 

◇山形大学では、井上ひさしさんの膨大な作品群や偉大な活動をさまざまの角度から

取り上げ、東北への思いを明らかにし、そこから東北に生きていく私たちの指針を得

たい、そんな思いをもって、特別プロジェクト「井上ひさしの東北」を実施しています。 

 

※「遅筆堂文庫山形館」「シベールアリーナ」は、井上ひさしさんの蔵書約30000冊を収める図書

館と、体育館や劇場ホールとして使用される複合施設です。公益財団法人 弦 地域文化支

援財団が運営しています。 

 

 （お問い合わせ） 

基盤教育院 教授 山本 陽史 

（ＴＥＬ）０９０－６１３２－１１９８ 

E-mail:yamaharu@yz.yamagata-u.ac.jp 
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                                   平成２４年４月３日                 

山 形 大 学 

     

山形大学発ベンチャー 設立 

有機ＥＬ植物工場、常温乾燥機の研究開発、製造販売会社 

山形大学の有機エレクトロニクス、流体力学の技術力及び地元企業の職人技 

を結集し農業の六次産業化のため、食品を製造・販売することを目的に設立。 

    

◇城戸淳二山形大学教授、鹿野一郎准教授、嶋貫昭一（有）サント電業社長は４月２日、有機 EL

光源を用いる植物工場、常温乾燥技術を用いた食品加工の研究開発および乾燥機の製造販売会

社「ナチュラルプロセスファクトリー株式会社」を設立しました。新会社はまず、常温乾燥機

及び常温乾燥技術を用いた食品の製造販売を計画しています。 

◇具体的には、有機ＥＬなどの人工光源を用い、光ダクトや将来的には太陽電池を用いて太陽光

をも利用し、さらに流体力学的に計算された工場内の環境を均一に保つ技術を駆使して徹底的

に省エネ化された植物工場を設計、開発し、販売します。その際、県内企業より部品を調達、

さらに県内企業にて加工、組み立てを行い県内企業のものづくり技術を最大限利用します。 

◇また、常温乾燥機はすでに小型、中型機はサント電業での販売実績もあり、さらに大型化、大

量生産型の開発を行い工場設計までを行います。常温乾燥機の商品化は、山形大学との共同研

究の成果であり、嶋貫サント電業社長が山形大学大学院ものづくり技術経営学専攻で学び、事

業化に成功したものです。 

  

☆新会社の概要 

社  名       ：ナチュラルプロセスファクトリー株式会社 

事業内容       ：有機 EL 植物工場、常温乾燥機の研究開発、製造販売会社 

資本金             ：３００万円 

出資者及び出資比率  ：城戸淳二（33.3％）、鹿野一郎（33.3％）、嶋貫昭一（33．3％） 

代表取締役社長    ：城戸淳二（山形大学教授） 

本社所在地      ：山形県米沢市窪田町矢野目 2546 番地 

従業員数       ：５人 

※山形県や東北経済産業局、（独）科学技術振興財団、（独）新エネルギー・産業技術総合開

発機構の支援も受ける予定。 

 

（お問い合わせ） 

ナチュラルプロセスファクトリー株式会社 

（ＴＥＬ）０２３８-３７-４９７７  













 

プレス通知資料               （概 要） 

                                                                        

平成２４年４月３日 

山 形 大 学 

 

１．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

  当日の取材をよろしくお願いいたします。 

    

○有機エレクトロニクス研究センター『第１回 国際シンポジウム』 

 

日 時：平成２４年５月１１日（金） １１：００～１７：５０ 

場 所：東京・竹橋「学術総合センター」（東京都千代田区一ツ橋 2-1-2） 

参加費：一般 ３，０００円／学生 １，０００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。 〕 

 

問い合わせ：山形大学工学部 研究プロジェクト支援室 

           （ＴＥＬ）０２３８－２６－３５９０ 

 




